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１．はじめに 

円環状に整形した光シート（以下、リングビ

ーム）を利用した物体の内面形状計測の研究開

発が進み、被計測対象によっては実用レベルに

近づいている[1,2]。しかし、被測定対象物が小

型かつ円筒以外の形状になった場合の計測精

度の評価は十分に検討されていない。そこで本

研究では、小型リングビームユニットとカメラ

から形成される小型プローブ、及び、多段円錐

および矩形形状の内面を有する被計測対象（以

下、ワーク）を作製し、リングビームを利用し

た光切断法による測定・評価を行った。 

２．実験体系と測定対象 

Figure 1に測定系の構成を示す。本測定系は、

ワークとリングビームモジュール、カメラの相

対的な位置と角度を調整する機構を有する。リ

ングビームモジュールはリニアステージを駆

動することによってワーク内の測定位置まで

挿入され、ワーク内面での散乱光がカメラで撮

像される。得られた画像を解析することで、ワ

ーク内面の形状情報を得ることができる。 

本研究では、Figure 2に示すような多段円錐

ワーク（左図）と矩形ワーク（右図）を製作し、

被計測対象とした。多段円錐ワークは、2°と

20°の 2 つの異なるテーパ角を持つ円錐形状

の領域とテーパ角のついていない円筒形状の

領域を有する。矩形ワークは、長辺が 54 mm・

短辺が 8.4 mmの断面を持つ直方体の内面を持

つ。 

 

Figure 1 Schematic of the measurement system. 

 

Figure 2 Photos of the measurement targets 

３．結果 

Figure 3に、多段円錐ワーク及び矩形ワーク

の内面にリングビームを照射し、そこからの散

乱光を撮像した結果を示す。散乱光の半径方向

のプロファイルに対して、サブピクセル処理を

実施した。得られた点群に対して円/矩形をフ

ィッティングすることによって内径/長短辺の

長さを計算し、三次元座標測定機の計測結果と

比較した。当日は実験と解析の詳細を報告する。 

  

Figure 3 Photos of the scattered light profiles of 

multi-stage cone (left) and rectangle (right). 
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